
歯と口腔の健康づくり専門部会 令和6年度の取組について

■開催目的
小牧市民の歯と口腔の健康に関する課題抽出及びその解決に向けた取組について協議し、施
策につなげる。
■開催日時
第１回：令和6年11月12日（火）午後1時30分から3時
第２回：令和7年2月5日（水）午後1時30分から3時

■協議内容
➀乳幼児期・学齢期
【課題（日々の業務の中で感じること）】
・むし歯のない児と多数歯にわたってある児の健康格差。
・やわらかいものしか噛めず、丸のみをしている様子も見られる。
・仕上げ磨きをしてもらえない児がいる。
・健診でむし歯が見つかっても、症状がないという理由で、歯科受診をしない家庭がある。
・受診勧告を渡すが、帰ってこない家庭が多い。
・外国籍の家庭では食文化によって、砂糖の入っている飲み物を常時飲んでいる。
・保護者が日本語を話せない場合、コミュニケーションをとることが困難である。

【今年度実施している取組み】
・歯みがき教室の実施（小学校）
・年長児を対象とした、フッ化物洗口の実施（市内公立保育園）
・年中児、年長児を対象とした、昼食後の歯みがき（市内公立保育園）
・歯科受診、歯科医院でのフッ化物塗布の呼びかけを行う。
・他市のフッ化物洗口実施校の見学を行った。

【今後の取組みの検討】
・家庭の事情等を鑑みて、個人への働きかけのみではなく取り巻く環境を整備する。
⇒フッ化物洗口はう蝕予防及び、口腔機能発達不全症への効果があり、国・県が幼、保、小中
学校において実施を推奨する方策である。
⇒今後、フッ化物洗口を先進的に取り組んでいる他市保育園、小学校等へ視察へ行くなどし、
その取組方法や工夫点を踏まえ、本市での推進方法を検討する。また、現時点での本市の私立
幼稚園、小中学校の状況を確認し、環境整備の在り方を検討するため、アンケートを実施し
た。

私立幼稚園 11月園長会にて配布 市内小中学校 令和7年度に実施予定
Web回答も可能
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■私立幼稚園アンケート結果（１０園）

【意見・感想・質問等（原文ママ）】
・保護者の中には薬の一部として考える方もいます。管理等も含め、小学
生からでもよいという考えもあります。（それ以前は各家庭）実施にする
なら、薬剤、機材は公立同様の支援、市としての取組みでお願いしたい。
・保育時間中に行う難しさ。一斉に行うことの危険、子どもの影響を心配
します。
・保育園と違い、夏休み等の長期休みや半日保育が入ったりして継続が難
しい。
・ご家庭での考え方も様々ですので、ご家庭でお願いしたほうが好ましい
と思います。また、時間的にも管理的にも本園では難しいです。
・年一回、歯科衛生士さんの歯みがき指導の時に、一緒にできるかどう
か、検討しています。
・保護者の中には、身体に対する影響を心配される方もいると思われる
が、そういうお子さんへの対応はどうされているのか。フッ化物洗口液は
園負担となるのか。むし歯のある子は一部の家庭の方で、1人の子が何本
もむし歯がある。むし歯のないお子さんが今はほとんどであるため、園で
一所懸命するより、親指導のほうが大切と考える。

■今後に向けた方針
・私立幼稚園の職員、小中学校の教員に対してアンケートを毎年実施予定。歯科保健関係者の子ども達の口腔
の健康に対する意識づけを行う。
・フッ化物洗口の実施に向け、アンケート結果に対して適切な支援を行う。
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⑧その他

⑦フッ化物洗口実施に向けたQ&A作成

⑥薬剤や必要機材の購入方法

⑤園での実施手順書

④園歯科医との調整

③保護者への説明

②フッ化物洗口実施園への見学

➀幼稚園教諭へのロールプレイを含む研修

Q2.フッ化物洗口実施に向けた行政支援

（希望するもの）
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③その他

②歯みがき指導

➀おやつ指導

Q3.園で実施している歯科口腔保健活動に

ついて該当するもの

（歯科健診、食後のお茶、口を閉じて咀嚼する）
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③昼食後の歯みがき支援

（情報提供）

②フッ化物洗口

➀歯みがき教室

Q4.園で興味を持っている

保健センターの事業



②成人期・高齢期
【課題（日々の生活や業務の中で感じること）】
・歯科受診を勧めてはいるが、定期健診を受ける者は増えない。
・働き世代は終業後や休日など予約が取りづらいのではないか。
・会社の取組みとして、個人に「歯科健診に行きましょう」と伝えても、歯科受診者数は増加しない。

【現在実施している取組み】
・歯科医に会社にて歯科健診を実施してもらうよう依頼し、歯科健診+個別指導を実施している。
⇒社員ほぼ全員が歯科健診を受けることができる。
⇒歯科に関するセミナーも実施。社長をはじめ、社員の意識の変化につながっていると感じる。

【今後の取組みの検討】
・小牧市で行っている、歯科に関する講座や歯科健診について企業やサロンへの周知方法の検討。
⇒現在、小牧市で受けることのできる講座や健診について知らない人が多いのではないか。
知っていれば、取組む団体もあるのではないか。
・個別の歯科健診について、世代によって異なる働きかけをするのが良いのではないか。

市で実施する取組みについてまとめた周知啓発に係る資料案を作成する。

■今後に向けた方針
・令和7年度に市内事業所にて配布


